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【自衛隊の爆破訓練】

竹松部隊では大多武演習場で、つ

ぎのとおり爆破訓練を行ないま

す。演習場近くではとくにご注

意ください。

日時 10月13日"-'15日

9時30分-16時30分

(442号〉り
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

O 

盛大だった畜産共進会

矛16回大村市畜産共進会が9月初日市営補

助グラワシドで開かれました。

それぞれに丹精をこめて育てた和牛、乳牛、

豚、鶏など市内各地区より集まり盛大のうち

に終りました。

開舘を待つ

労的会舘

労
働
者
の
文
化
の
向
上
と
そ
の
福
祉
厚
生

を
は
か
る
目
的
で
西
三
城
町
(
元
職
安
跡
)

に
で
き
た
労
働
会
舘

ベ1
デ

l
u
で
す
。
こ
の
日
は
、

ト
ラ
ホ
ー
ム
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
を
中
心
に
、

近
視
の
予
防
、
失
明
の
防
止

な
ど
、
一
般
的
な
目
の
衛
生

に
関
す
る
注
意
を
喚
起
し
て

公
衆
衛
生
の
向
上
を
は
か
る

目
的
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
マ

最
近
小
、
中
学
生
に
目
の
わ

る
い
子
と
も
が
ふ
え
て
き
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

そ
の
原
因
と
し
て
テ
レ
ビ
に
E

よ
る
影
響
が
取
り
上
げ
ら
れ
一

て
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
一

一
時
間
に
十
分
は
目
を
休
ま
ん

せ
る
と
か
、
ま
つ
く
ら
な
な
一

か
で
は
見
せ
な
い
よ
う
に
す
一

る
と
か
、
ま
わ
り
の
人
が
十
山

分
注
意
し
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
一

マ
こ
ま
か
い
作
業
を
す
る
人
F

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
私
た
ち
…

も
、
と
き
ど
き
は
清
水
か
ホ
一

ワ
酸
水
な
ど
で
洗
眼
し
目
の
ん

疲
れ
を
い
や
し
、
目
を
大
切
一

に

し

ま

し

ょ

う

。

一



昭和33年4月22日第三種郵便物認可
(2) 

民
生
(
児
童
)
委
員
の
改
選
期
で
す

り

12月は

民
生
(
児
童
)
委
員
は
三
年
ご
と
に
改
選
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
十
二
月
が
改
選
期

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
生
活
を
い
つ
も
見
守

り
、
不
幸
に
し
て
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
な

大村市政だよ

これは37年の水害でこわされていたものです

延 長=100メートノレ(左岸〉
総工費=1.588.000円

昭和40年10月10日

万南川内川の

護岸できる"

ど
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
り
、
ま
た
保
護
指
導
す

る
な
ど
大
切
な
仕
事
を
す
る
民
生
委
員
の
改
選
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

選
任
の
趣
旨

真
の
適
格
者
を
求
め
る
こ
と

を
主
眼
と
し
て
行
な
わ
れ
る

べ
き
で
、
名
誉
、
役
割
の
交

替
、
役
員
の
役
振
り
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

推
せ
ん
の
方
法

民
生
(
児
童
)
委
員
は
、
市

議
会
議
員
、
民
生
委
員
、
社

会
福
祉
関
係
者
、
教
育
関
係

者
、
行
政
関
係
者
、
学
識
経

験
者
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
十

四
名
の
民
生
委
員
推
せ
ん
会

委
員
で
推
せ
ん
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
広
く

民
意
を
反
映
さ
せ
真
の
適
格

者
を
得
る
た
め
に
、
各
行
政

地
区
ご
と
に
推
せ
ん
準
備
会

を
作
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

，j 

I 

民
生
(
児
童
)

わ
し
い
人

委
員
に
ふ
さ

民
生
(
児
童
)
委
員
は
わ
だ

く
し
た
ち
の
生
活
か
一
見
守
る

人
で
す
の
で
、
社
会
奉
仕
の

精
神
に
富
み
、
人
格
、
識
見

生
活
経
験
、
円
満
な
常
識
を

持
ち
、
ま
た
人
情
の
深
い
人

で
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
明

る
い
相
談
し
や
す
い
人
が
の

ぞ
ま
し
く
、
子
供
の
権
利
を

守
る
人
で
も
あ
り
ま
す
の
で

子
供
に
親
し
ま
れ
る
人
で
あ

る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す

H

り
っ
ぱ
に
で
き
た

市
道
の
舗
装
w

tlI1III1111111111111tlll日1111111111111111111111111

親
和
銀
行
松
原
支
居
前
か
ら
一
松
原
駅
に
通
じ
る
市

道
松
原
駅
前
線
の
舗
装
が
終
り
ま
し
た
。

電
気
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
l

i

l

-

-

電
気
の
事
故
を
な
く
し
、
安
心
し
て
電

気
を
使
え
る
よ
う
に
、
九
電
で
は
つ
ぎ

の
と
お
り
巡
回
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

屋
内
配
線
、
ゴ
シ
セ
シ
ト
な
ど
電
気
事

故
の
お
こ
り
や
す
い
場
所
を
診
断
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

日
程

一
日
月
四
目
、
初
日
、
紅
日
、

m日

区

域

諏

訪
住
宅
附
近

J 

、去、
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炭
痘
病
に
つ
い
て
μ

炭
痘
病
は
炭
痘
菌
に
よ
っ
て

お
こ
る
各
種
動
植
物
の
急
性

敗
血
症
性
の
伝
染
病
で
す
。

こ
の
病
気
は
豚
ゴ
レ
ラ
な
ど

の
よ
う
に
病
豚
か
ら
他
の
健

康
豚
へ
直
接
伝
染
す
る
こ
と

は
極
め

て
少
な
く
、
排
出
さ
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れ
た
菌
が

「
ろ
う
状
」
の
物

質
に
包
ま
れ
土
地
に
永
く
生

き
残
り
、
い
わ
ゆ
る
炭
痘
菌

の
常
住
地
と
な
り
、
そ
の
附

近
の
野
草
を
た
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
発
生
す
る
か
、
文
は

病
畜
に
関
係
の
あ
る
骨
粉
な

ど
を
飼
料
に
使
用
し
た
場
合

に
こ
の
病
気
が
発
生
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

病
気
は
極
め
て
急
性
の
伝
染

病
で
突
然
発
生
し
三
十
四
時

ま
た
屍
畜
の
肉
ゃ
、
出
所
不
「
1
1
1

間
以
内
に
死
に
至
り
ま
す
。
明
の
肉
に
は
十
分
注
意
し
、
↑

人
へ
の
伝
染
は
炭
痘
病
で
死
死
ん
だ
家
畜
は
勝
手
に
解
体
一

ん
だ
家
畜
を
さ
わ
っ
た
た
め
し
た
り
埋
没
し
た
り
せ
ず
必

一

に
起
る
創
傷
感
染
ゃ
、
炭
痘
ず
家
畜
保
健
所
に
ご
連
絡
く
一

病
で
死
ん
だ
牛
の
肉
を
た
ベ
だ
さ
い
0

4

-

る
と
経
口
感
染
も
考
え
k

i
l
l

i

-
-
1
1
11
i

一

ま
す
の
で
、
急
に
死
ん
だ
家

h

i

F

一

畜
を
処
理
す
る
と
き
は
十
分
戸
税
務
署
だ
よ
り
い
一

に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で

所

得

税

の

一

す。

振
替
納
税
制
度
一

納
税
手
続
が
簡
単
に
な
り
ま

一

し
た
。
い
ま
ま
で
み
な
さ
ん

一

が
利
用
し
て
お
ら
れ
る
預
金

一

口
座
を
利
用
し
て
、
自
動
的
一

に
税
金
が
国
庫
に
振
替
え
ら
一

れ
る
制
度
が
一新
し
く
生
れ
ま

一

し
た
。

一

利
用
す
る
場
合
は
金
融
機
関
一

に
口
座
を
指
定
し
て
「
振
替
一

納
付
依
頼
書
」
を
出
す
だ
け

一

で
す
。
あ
と
は
金
融
機
関
が

一

期
日
に
税
金
へ
の
振
替
手
続
一

を
と
っ
て
く
れ
ま
す
。

一

い
ま
か
ら
の
納
税
に
は
こ
の

一

制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

-

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、一

税
務
署
、
銀
行
、
信
用
金
庫
一

農
協
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

一

い。

-

大村空港についた

赤い羽根

1/ 

/-

1/ 

赤い羽根をνンボノレとした 「国民たすけあい共同募金運動J

が10月1日から全国一斉に行なわれています。
この赤い羽根が中央共同募金会長から、また厚生大臣からメツ

セーヂも大村空港につき、市長代理の収入役が受け取りました。

、
た
き
く
な
っ
た
ぞ
」

「
ウ
ヮ

l
イ

J
j

管
IL'】

かねらわれ ている不 注意、 w

用の【火

--， 
フ

て
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G
仏
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し

お

ナ

ら
せ

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
一

給
付
金
国
庫
債
券
の
買
上
申

一

請
の
受
付
を
つ
ぎ
の

と
お
り

一

行
な
い

ま

す

。

一

マ
買
上
の
額

賦
札
十
二
枚

一

に
対
し
十
万
円

一

コ

巡
回
結
核
健
康
診
断

レ
シ
ト
ゲ
ン
車
に
よ
る
巡
回

結
核
健
康
診
断
を

つ
ぎ
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
も
れ
な
く
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

昭和40年10月10日

該
当
者

市
内
に
居
住
す
る
人

た
だ

し
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は

除
き
ま
す
。
①
ま
だ
学
校
に

行
か
な
い
児
童
及
び
小
・
中
・

高
等
学
校
そ
の
他
修
学
年
限

一
年
以
上
の
学
校
に
在
学
中

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

国
庫
債
券
を
買
上
げ

の
も
の
で
学
校
で
行
な
う
結

核
検
診
を
受
け
る
人
。

②
職

場
で
毎
年
実
施
す
る
結
核
検

診
を
受
け
る
人
。
@
八
月
に

行
な
っ
た
結
核
検
診
を
受
け

た
人
。

料
金

無
料

マ
申
込
期
間

十
月
十
日
よ

り
十
月
二
十
五
日
ま
で

一ーー
母
子
検
診
の
中
止
!|一

一
福
重
、
萱
瀬
地
区
の
十
月

一

一
の
定
例
母
子
検
診
は
都
合
一

一
に
よ
り
中
止
し
ま
す
。

一

マ
買
上
の
条
件

生
活
に
余

力
が
な
く
、
世
帯
更
生
、
戦

没
者
の
祭
把
な
ど
に
利
用
す

る
も
の
。

期日 | 実 施場 所 i時 間

10月 水 田一区公民 舘 9.30-10.30 
水田二区公民 舘 11.00"-'12.0。

18日 ー杭出津親和会事務所 1. 30"-' 3.30 

10月 岩舟パス停留所附近 9.30-11.00 
大村幼 稚 園 12.30-2.00 

19日 片町 消防詰 所横 2.30，，-， 4.00 

10月 池田公 民 舘 9.30-11.0。
20日
池田住宅公 民 舘 12.30，，-， 2.00 
堆ケ原公民舘 2.30，，-， 4.00 

10月 古町五区広場 9.30-11.00 
乾 馬 場公民舘 12.30-1.30 

21日 諏 訪 公民 舘 2.00，，-， 4.00 

10月 植松公 民 舘 9.30"-'10.30 
桜馬場 八 坂神社 11.00"-'12.30 

22日 秘並町長崎書庖横 1.30"-' 3.30 

10月 古 賀島公民舘 9.30-11.0。
25日
松並スーパー中村横 12.30，，-， 2.00 
昭和通り親和銀行前 2.30-4.00 

10月 西大村出 張 所 9.30-11.0。
26日
佐古之川 遊園 地 12.30"-' 2.00 
協和町九州産業前 2.30，，-， 4.00 

10月 水主町平松酒居前 9.30-11.0。
正 法 寺 12.30-2.00 

27日 新城漁協広場 2.30'" 4.00 

10月 岩松郷南喜蔵宅前 9.30-11.30 
28日 鈴 田出張所 1.00"-' 3.30 

10月 中里郷 消防 詰 所 同 "-'1川|
29日 平小 川郷当麻宅前 1.00-3.30 
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里親制度

児童は生みの親のも とで正しい愛情に見守

られて健全な家庭生活を経験し、その家庭と

地域社会と のつよいつながりの中で養育され

ることが人格的に完全な成長をとげるうえで

最も望ましいものです。

しかしながら現実には、いろいろの事情によ

って幸福な家庭生活のおく れない児童もたく

iさんいます。こうした児童に、普通家庭の環

境と親代りの保護者を与え、 よい家庭生活の

体験をつませることが必要です。

里親制度は、このような家庭環境に恵まれな

い児童を篤志家に預けて、その人たちの温い

愛情となごやかな家庭的雰囲気の中で、その

児童の福祉を保障しよう とする制度です。

里親になること を希望される方法居住を管轄

する児童相談所または福祉事務所を経て都道

府県知事に所定の申込書を出してください。

しーー一一一ーーーーーーー一一ーーーーーーーーー
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文
化
祭
行
事
お
知
ら
せ

十

一
月
三
日
の
文
化
の
日
を

中
心
に
市
内
各
文
化
団
体
で

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
文
化
行
事

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
下

さ
い
。

市
教
職
員
美
術
展
覧
会

叩
月
お
日
か
ら
お
日
ま
で

9
時

l
m時
ま
で

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で

市
民
俳
句
大
会

日
月

3
日

日
時

i
m時
ま
で

市
役
所
大
会
議
室
で

市
民
音
楽
会

日
月

3
日

目
時

I
日
時
ま
で

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で

菊
花
展
示
会

日
月

5
日
か
ら

7
日
ま
で

9
時

i
m時
ま
で

ー
諸
車
交
通
止
1

1

1

1

道
路
舗
装
工
事
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
交
通
止
と

な
り
ま
す
。

場

所

消

防
署
前
市
道

期

間

十

月
十
日
か
ら

十
月
三
十
日
ま
で

く

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で

吟
詠
大
会

日
月

7
日

目
時

I
M時
ま
で

向
陽
高
校
講
堂
で

大
村
華
道
連
合
展
示
会

日
月
別
日

か
ら
幻
日
ま
で

9
時

l
m時
ま
で

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で

大
村
歩
鳥
短
歌
会

日
月
比
日

目
時

I
日
時
ま
で

中
央
公
民
館
講
座
室
で

大
村
謡
曲
大
会

日
月
担
日

9
時
半

t
m時
半
ま
で

本
経
寺
本
堂
で

、‘i


